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整 形 外 科  

 

１．スタッフ 

科長事務取扱（兼）病院教授 村瀬 剛 

その他、教授 5 名、准教授 2 名、講師 5 名、助教 12

名、医員 12 名、病棟事務補佐員 2名 

（兼任を含む。また、教授、准教授、講師、助教は特

任、寄附講座、共同研究講座を含む。） 

 当科は、運動器バイオマテリアル学寄附講座、運動

器医工学治療学寄附講座、未来医療センター、スポー

ツ医学講座、リハビリテーション部、運動器スポーツ

バイオメカニクス学共同研究講座、運動器スポーツ医

科学共同研究講座、運動器再生医学共同研究講座にス

タッフが出向し、講座と連携して診療に当たっている。 

 

２．診療内容 

一般整形外科疾患の診療とともに、専門外来グルー

プが中心となり、専門性の高い診療を行っている。専

門外来は腫瘍、股関節外科、リウマチ・関節疾患、人

工膝関節、肩関節、脊椎外科、小児整形、手の外科、

スポーツ整形の９グループである。主な対象疾患は、

①腫瘍：骨・軟部腫瘍、転移性骨腫瘍、②股関節外科：

変形性股関節症、寛骨臼形成不全、股関節唇損傷、③

リウマチ・関節疾患：リウマチ性疾患、足の変形性関

節症、④人工膝関節：膝の変形性関節症、⑤肩関節：

肩腱板損傷、反復性肩関節脱臼、投球障害肩、⑥脊椎

外科：頚椎症性神経根症・脊髄症、脊柱変形、腰部変

性疾患、⑦小児整形：先天性内反足、発育性股関節形

成不全（股関節脱臼を含む）、脚長差、⑧手の外科：

先天奇形、上肢外傷後変形、⑨スポーツ整形：膝・足

関節靭帯損傷、膝半月損傷、膝蓋骨脱臼、離断性骨軟

骨炎、スポーツ障害などである。特殊疾患としては、

①腫瘍：骨盤発生骨腫瘍、②股関節：特発性大腿骨頭

壊死症、③リウマチ・関節疾患：足関節変形を伴う関

節リウマチ、④人工膝関節：外反変形膝、⑤肩関節：

不安定肩、⑥脊椎外科：脊椎靭帯骨化症、⑦小児整形：

骨系統疾患、⑧手の外科：腕神経叢損傷、手の腫瘍、

⑨スポーツ整形：膝関節複合靭帯損傷などがある。 

 

３．診療体制 

(1) 外来体制 

外来診察スケジュール 

 午前 午後 

月曜 初診・再診 股関節 

火曜 初診・再診 
リウマチ・関節疾患

人工膝関節 

水曜 初診・再診 
脊椎外科 

手の外科 

木曜 初診・再診 
スポーツ整形 

肩関節 

金曜 初診・再診 
腫瘍 

小児整形 

 

検査スケジュール 

 午前 午後 

月曜 関節造影  

水曜  脊髄造影 

 

(2) 病棟体制 

病棟スケジュール 

 午前 午後 

月曜 術前カンファレンス 勉強会 

火曜 手術 手術・術後回診

水曜 教授回診  

木曜 手術 手術・術後回診

金曜 手術 手術・術後回診

病床数 51床 

病棟受持医（医員）7 名、病棟指導医 2 名、病棟医

長 1名にて、主治医 2名体制で運用している。 

 

４．診療実績 

(1) 外来診療実績 

令和元年度外来患者総数は 31,777 名（1 日平均 

130.7 名）、新来患者総数は 1,697 名、再来患者総数

は 30,080 名である。 

 

専門外来グループ別初診患者概数（令和元年度） 

グループ 初診患者数 

腫瘍 345 

股関節 178 

リウマチ・関節疾患 71 

人工膝関節 85 

肩関節 108 

脊椎外科 393 

小児整形 76 

手の外科 125 

スポーツ整形 184 

その他 132 

合計 1,697 

－ 56 －



整形外科 

 
 

(2) 検査件数 

令和元年度に関節造影・透視撮影 8件、骨密度測定

497 件、超音波検査 300 件、脊髄造影 13 件を実施し

ている。 

 

(3) 入院診療実績 

令和元年度延べ入院患者数は 17,078 名、1 日平均

46.7 名。 

 

(4) 手術実績（入院） 

1）総数 768 件 

2）令和元年度手術症例 

腫瘍 156 件 

股関節 122 件 

リウマチ・関節疾患 42 件 

人工膝関節  56 件 

肩関節 43 件 

脊椎外科 114 件 

小児整形 55 件 

手の外科 75 件 

スポーツ 85 件 

その他 20 件 

 

主な手術内訳（令和元年度） 

手術名 小計(件) 

人工関節置換術(再置換を含む) 165 

寛骨臼骨切り術 8 

高位脛骨骨切り術 4 

悪性腫瘍切除術 55 

良性腫瘍切除術 89 

腫瘍生検術 8 

肩腱板修復術 31 

肩関節唇形成術 7 

膝関節靭帯再建術 50 

膝半月板手術 17 

膝軟骨手術 14 

頸椎椎弓形成術 18 

胸・腰椎除圧固定術 50 

脊柱変形・側弯症矯正固定術 19 

脊髄・馬尾腫瘍切除術 8 

成長抑制術 6 

矯正骨切り術（骨形成不全症） 8 

上肢変形矯正手術 17 

前足部形成術(外反母趾含む) 35 

その他 127 

総計 794 

 

人工関節置換術の内訳(再置換を含む) 

股関節  104件 

膝関節  47件 

足関節  4件 

肩関節  1件 

肘関節  3件 

手・指関節 6件 

 

５．認定学会・専門医など 

(1) 学会認定施設 

日本整形外科学会 

日本リウマチ学会 

日本股関節学会 

日本手外科学会 

日本リハビリテーション医学会教育研修施設 

 

(2) 専門医・認定医 

日本整形外科学会専門医 25 名 

日本整形外科学会認定リウマチ医  3 名 

日本整形外科学会認定スポーツ医  1 名 

日本整形外科学会認定脊椎脊髄病医 4 名 

日本整形外科学会認定運動器リハ医 2 名 

日本整形外科学会認定骨・軟部腫瘍医 2 名  

日本手外科学会手外科専門医 3 名 

日本リウマチ学会専門医 6 名 

日本リハビリテーション医学会専門医 3 名 

同学会認定臨床医 2 名 

日本スポーツ協会公認スポーツドクター  2 名 

日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会 

 関節鏡技術認定制度認定医 2 名 

日本がん治療認定医機構がん治療認定医 1 名 

日本人工関節学会認定医 5 名 

日本脊椎脊髄病学会指導医 3 名 

                                  耳鼻咽喉科・頭頸部外科 

 

(2) 入院診療実績 

手術を目的とした入院と頭頸部腫瘍に対しての化学

放射線同時併用療法を行う症例が大多数を占め、平均

在院日数は、18.4 日となっている 。 

令和元年度の手術患者総数は 627 例であり、手術の

内訳は以下のとおりである(術式ベースの件数)。 

手術を目的としない入院も少数例あり、突発性難聴、

めまい、顔面神経麻痺、その他の救急疾患が該当する。 

 

 

５．その他 

本院を含め、専門研修連携施設が 21 病院あり、専門

医の育成に当たっている。 

当科領域の先進医療としては、人工内耳や骨導補聴

器の埋込手術がある。生まれつき聞こえない子どもや

中途失聴者に対し、内耳の機能を代用する人工臓器を

埋め込みリハビリを行っている。特に、幼少児の手術

では実績があり、西日本各地から患者が治療に訪れる。 

 

(1) 倫理委員会への臨床研究申請状況 

現在進行中の臨床試験は以下の 9つである。 

 

 

1)HPV関連頭頚部癌に対するliquid biopsyの有用性に関

する検討 

2)耳鼻咽喉科・頭頸部外科領域における疾患に関する後ろ

向き研究 

3)良性発作性頭位めまい症に対する疲労現象検査時の頭

位変換とエプリー法の治療効果の非盲検ランダム化比

較試験 

4)エプリー法の至適施行時間決定のための非盲検ランダ

ム化試験 

5)臨床検体を用いた甲状腺腫瘍の分子遺伝学解析とその

社会実装に関する研究 

6)アレルギー性鼻炎に対する手術症例の後ろ向き検討 

7)先天性及び若年性の視覚聴覚二重障害に対する一体的

診療体制に関する研究 

8)臨床検体を用いた頭頸部腫瘍のゲノム解析とそれを基

盤としたリキッドバイオプシーなどの社会実装に関す

る研究 

9)頭頸部腫瘍患者において腫瘍細胞と微小環境を形成す

る免疫細胞及び間質細胞の遺伝子発現プロファイルか

ら治療感受性に与える影響を解析する研究 
 

(2) 学会による施設認定状況 

日本耳鼻咽喉科学会専門医研修施設 

日本気管食道科学会認定専門医研修施設 

頭頸部がん学会認定研修施設 

日本がん治療認定医機構認定研修施設 

日本内分泌・甲状腺外科学会専門医研修施設 

 
 

(3) 専門医 

耳鼻咽喉科学会認定専門医 25 名 

頭頸部がん専門医 3 名 

がん治療認定医 1 名 

内分泌外科専門医 1 名 

めまい平衡医学会専門会員 1 名 

気管食道科学会認定専門医 1 名 

補聴器適合判定医 3 名 

補聴器相談医 5 名 

臨床遺伝専門医 1 名 

頭
頸
部 

手
術 

悪性腫瘍手術 224

良性腫瘍手術 65

計 289

耳
科
手
術 

鼓室形成術 112

人工内耳埋め込み術 38

あぶみ骨手術 15

内リンパ嚢開放術 3

鼓膜換気チューブ留置術 26

顔面神経減圧術 1

その他 17

計 212

鼻
科
手
術 

内視鏡下鼻内開放術 147

鼻中隔矯正術 87

その他 166

計 400

口
腔･

咽
頭･

喉
頭
手

術 

口腔・咽頭手術 21

声帯ポリープ切除術 23

喉頭形成術 19

その他 8

計 71

合計 972

－ 57 －


